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こ
の
度
、
石
塚
前
議
長
の
議

員
辞
職
に
伴
い
、
平
成
29
年
第

２
回
村
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
、
議
員
各
位
か
ら
ご
推
挙
を

賜
り
、
村
議
会
議
長
の
要
職
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
、
重
責
に
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私

は
、
そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
村
民
皆
さ
ま
方
の
お
力

添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
村
政
の

推
進
と
公
平
で
公
正
な
議
会

運
営
を
誠
心
誠
意
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
村
に
お
い
て
も
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
で
地
域
経
済
の
衰
退
、
地
域

活
力
の
低
下
等
の
諸
課
題
が

あ
り
、
近
年
、
時
代
の
流
れ
る

速
度
が
急
速
に
早
ま
る
中
で
、

本
村
の
実
情
に
あ
っ
た
活
力

あ
る
新
篠
津
村
の
未
来
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
開
か
れ
た

議
会
、
議
論
を
大
切
に
す
る
議

会
、
学
ぶ
議
会
、
そ
し
て
、
時

に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
議
会

を
標
榜
し
、
村
民
の
皆
さ
ま
か

ら
信
頼
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
議

会
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

私
は
議
長
と
し
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
の
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
村

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
村
議

会
が
持
て
る
力
を
十
分
発
揮

で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
村
議
会
に
対
し
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

議長に藤永　康夫議員
　　　副議長に髙井　博美議員を選出
議長に藤永　康夫議員
　　　副議長に髙井　博美議員を選出

　
平
成
29
年
第
２
回
村
議
会
臨
時
会
が
、
５
月
30
日
に
開
か
れ
、
前
議
長
の
議
員
辞
職
に
伴
う
議
長
選
挙
な
ど
の
議
会
構
成
を
会
議
冒
頭
に

行
い
ま
し
た
。

　
議
長
に
藤
永
康
夫
議
員（
新
）副
議
長
に
髙
井
博
美
議
員（
新
）が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
ま
し
た
。

議　長　藤　永　康　夫副議長　髙　井　博　美

就
任
に
あ
た
っ
て

　
議　
長　

藤
永
康
夫
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藤
永
前
副
議
長
が
議
長
に
、

髙
井
議
員
が
副
議
長
に
就
任
し

た
こ
と
に
伴
い
、
議
席
や
委
員

の
一
部
変
更
、
一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
の
選
挙
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
の
新
篠
津
村
議
会

補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
南
部

隆
志
議
員
の
委
員
の
選
任
を
委

員
会
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
閉

会
中
に
議
長
が
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
構
成
と
一
部
事

務
組
合
議
会
の
議
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

委
員
長　

山
元
　
　
栄　
議
員

副
委
員
長　

大
塚
　
裕
樹　
議
員

委　
　

員　

髙
橋
　
孝
志　
議
員

委　
　

員　

菊
地
　
清
美　
議
員

委　
　

員　

南
部
　
隆
志　
議
員

委　
　

員　

植
島
　
　
豊　
議
員

委　
　

員　

髙
井
　
博
美　
議
員

委
員
長　

植
島
　
　
豊　
議
員

副
委
員
長　

髙
井
　
博
美　
議
員

委　
　

員　

髙
橋
　
孝
志　
議
員

委　
　

員　

山
元
　
　
栄　
議
員

委
員
長　

髙
橋
　
孝
志　
議
員

副
委
員
長　

菊
地
　
清
美　
議
員

委　
　

員　

大
塚
　
裕
樹　
議
員

委　
　

員　

南
部
　
隆
志　
議
員

■
石
狩
北
部
地
区

　
消
防
事
務
組
合
議
会
議
員

・
髙
　
橋
　
孝
　
志　
議
員

・
大
　
塚
　
裕
　
樹　
議
員

■
月
新
水
道
企
業
団
議
会
議
員

・
髙
　
井
　
博
　
美　
議
員

・
菊
　
地
　
清
　
美　
議
員

・
植
　
島
　
　
　
豊　
議
員

■
石
狩
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
組
合
議
会
議
員

・
山
　
元
　
　
　
栄　
議
員

■
札
幌
広
域
圏
組
合
議
会
議
員

・
藤
　
永
　
康
　
夫　
議
員

・
髙
　
井
　
博
　
美　
議
員

委
員
会
等
の
構
成

議
席
番
号
５

南
部　

隆
志　 

当
選
回
数
１
回

①
住
所
／
新
湧
②
生
年
月
日
／
昭
和
36
年
６
月
30
日 

③
年
齢
／
56
歳

④
職
業
／
農
業
⑤
所
属
党
派
／
無
所
属

⑥
好
き
な
言
葉
／
青
年
は
良
き
批
判
者
で
あ
れ
、
良
き
実
行
者
と
な
れ

⑦
趣
味
・
特
技
／
無
芸
大
食
で
す
が
、
他
人
の
話
を
聞
く
こ
と

⑧
抱
負
／
子
供
か
ら
お
年
寄
り
が
夢
と
希
望
の
持
て
る
地
域
づ
く
り

と
農
業
や
商
工
業
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

行
政
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

監
査
委
員

議
会
広
報
特
別
委
員
会

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
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２
回
定
例
会
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◎‌�

新
篠
津
村
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

個
人
情
報
保
護
法
が
一
部
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
平
成
29
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

〈
総
務
費
〉

・‌�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
自
治
体

中
間
サ
ー
バ
ー
共
同
化
に
係

る
負
担
金　
　
　

１
３
０
万
円

・‌�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補

助
金（
田
園
太
鼓
保
存
会
）

２
５
０
万
円

〈
民
生
費
〉

・‌�

す
く
す
く
保
育
所
暖
房
機
設

置
工
事

２
４
０
万
円

〈
教
育
費
〉

・‌�

郷
土
資
料
室
実
施
設
計
業
務

委
託
料

３
０
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

１
４
８
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

32
億
５
２
１
９
万
円

◎‌�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
前
期
高
齢
者
納
付
金

17
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

17
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

７
億
４
８
１
７
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
被
保
険
者
保
険
料
還
付
金
等

23
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

23
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
７
２
３
万
円

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
名　

　
南
団
地
建
替
事
業
建
築
主
体
工
事

工
事
概
要

　

規
模　

２
棟
８
戸

　

延
床
面
積　

４
９
６
・
82
㎡

契
約
金
額　

　

１
億
７
８
２
０
万
円

契
約
相
手
方

　

岩
倉
建
設
株
式
会
社

工　

期

　

平
成
29
年
12
月
15
日
ま
で

◎
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

物
品
名

　

除
雪
ド
ー
ザ

規
格
及
び
数
量

　
13
ｔ
級
車
輪
式
マ
ル
チ
プ
ラ
ウ

１
台

契
約
金
額

　

１
５
４
４
万
４
０
０
０
円

契
約
相
手
方

　

北
海
道
運
搬
機
株
式
会
社

納　

期

　

平
成
30
年
１
月
31
日
ま
で

　
平
成
29
年
第
２
回
村
議
会
定
例
会
が
、
６
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
を
も
っ
て
招
集
さ
れ
、

平
成
29
年
度
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
村
長
提
出
の
議
案
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
中
に
行
政
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
、
陳
情
書
５
件
を
審
議
し
、
最
終
日
に
そ
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
意
見
書
案
３
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
を
３
人
の
議
員
か
ら
行
い
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

条
　
　
例

一
般
議
案

平成29年度一般会計補正予算など
　　　　 　20件の議案を審議
平成29年度一般会計補正予算など
　　　　 　20件の議案を審議

定
例
会
の
主
な
内
容

予
　
　
算

太 鼓 等の備品整 備に
対し、補助金を助成
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◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
次
の
14
人
を
任
命

す
る
こ
と
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
７
月
20
日

か
ら
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で

で
す
。　

　

今
回
よ
り
農
業
委
員
会
委
員

の
選
出
は
、
昨
年
４
月
に
農
業

委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、
村
長

の
任
命
制
に
よ
る
初
の
選
出
と

な
り
ま
す
。

▼
農
業
委
員
会
委
員

高
橋　
　
肇
②（
第
５
・
新
樺
）

山
田　
晃
樹
○新（
第
５
・西
高
倉
）

北
野　
　
亨
④（
第
１
・
高
倉
）

高
橋　
　
徹
②（
第
１
・
新
湧
）

藤
森　
哲
也
③（
第
３
・
基
線
）

永
森　
弥
彦
○新（
第
３
・中
篠
津
）

吉
田　
利
幸
○新（
第
２
・
宍
粟
）

亀
田　
次
世
○新（
第
４
・
川
下
）

山
本　
明
美
○新（
中
央・い
な
ほ
）

早
川　
仁
史
○新（
第
３
・
豊
野
）

今
田　
浩
二
○新（
第
２
・
平
安
）

渋
谷　
　
紅
○新（
第
５
・新
高
倉
）

佐
藤　
泰
之
○新（
第
５
・
新
樺
）

松
岡　
和
博
○新（
第
４
・
西
原
）

（
敬
称
省
略
）

※
〇
内
の
数
字
は
就
任
回
数

　

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案

１
件
、
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
が
５
件
あ
り
、
行
政

常
任
委
員
会
に
付
託
の
上
審
議

し
た
結
果
、
意
見
書
案
１
件
は

原
案
否
決
、
陳
情
書
は
３
件
が

採
択
、
２
件
が
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
採
択
さ
れ
た
陳
情
書

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第

99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
府

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
選
出
国
会
議

員
に
は
、
陳
情
書
と
し
て
提
出

し
て
い
ま
す
。

人
　
　
事

農業委員会法が改正され、村長の
任命制となった農業委員会委員

意
見
書
・
陳
情
書

件　　　名 提　出　者 結　果

共謀罪（テロ等準備罪）の制定に反対する意見書 提出者　新篠津村議会議員　　菊地　清美
賛成者　新篠津村議会議員　　植島　　豊

原　案
否　決

地方財政の充実・強化を求める陳情書

提出者
連合北海道石狩地域協議会
当別地区新篠津支部連合会
　会長　山村　美香

採　択

障害者の家族による介護の負担軽減と「親亡き
後」遺された障害者が安心して生きていくため
に必要な社会資源の拡充を国に求める意見書の
提出を求めることについての陳情書

提出者
障害者の生活と権利を守る北海道連絡協議会
　会長　片石　松蔵

採　択

労働組合運動を萎縮させ、市民監視社会につな
がる「共謀罪」の「慎重審議と現行法でのテロ対
策強化を求める意見書」の提出を求める陳情書

提出者
札幌地区労働組合総連合
　議長　赤坂　正信

不採択

「自家用車を利用したライドシェア解禁の慎重
な審議を求める意見書」の提出を求める陳情書

提出者
自交総連北海道地方連合会
　執行委員長　渡辺　　聡

採　択

若者の人口流失を防ぎ、地域活性化を実現する
ため、「最低賃金の大幅引き上げ、全国一律制
の確立を国に求める意見書」の提出を求める陳
情書

提出者
札幌地区労働組合総連合
　議長　赤坂　正信

不採択
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物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

物
品
名

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

規
格
及
び
数
量

　

中
型
47
人
乗　

１
台

契
約
金
額

　

１
８
３
６
万
円

契
約
相
手
方

　

‌�

北
海
道
い
す
ゞ
自
動
車
株
式

会
社
札
幌
支
店

納　

期

　

平
成
29
年
11
月
30
日
ま
で

◎‌�

平
成
28
年
度
新
篠
津
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

〈
総
務
費
〉

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

７
０
０
０
万
円

〈
土
木
費
〉

・‌�
村
道
公
共
施
設
除
排
雪
業
務

委
託
料

　
　
　
　
　
　

△
８
９
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉５０

０
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

34
億
１
２
１
９
万
円

◎‌�

新
篠
津
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に

伴
い
、
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【
平
成
29
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

〈
総
務
費
〉

・
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
バ
ー
改
修

33
万
円

・
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
経
費

１
０
８
万
円

〈
民
生
費
〉

・
保
育
所
空
調
設
備
設
置
工
事

４
３
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉５

７
１
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

32
億
４
０
７
１
万
円

◎‌�

新
篠
津
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
適
正
賦

課
と
基
盤
安
定
を
図
る
た
め
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎‌�

新
篠
津
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

南
部
隆
志
氏
の
辞
任
に
伴
い
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
後
任
に
松
澤
雅
英
氏
（
下

達
布
）
を
選
任
す
る
こ
と
で
同

意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
30
年
８
月
12
日

ま
で
で
す
。

◎
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

７
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な

る
副
村
長
に
古
谷
直
樹
氏
を
選

任
す
る
こ
と
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
29
年
８
月
１

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

生
年
月
日　

昭
和
34
年

　
　
　
　
　

 

３
月
２
日
生

年　
　
齢　

58
歳

主
な
職
歴　

総
務
課
主
幹

　
　
　
　
　

 

総
務
課
参
事

　
　
　
　
　

 

総
務
課
長

◎
名
誉
村
民
の
推
薦
決
定

　

前
村
長
東
出
輝
一
氏
の
名
誉

村
民
に
つ
い
て
の
推
薦
が
あ
り
、

こ
れ
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

〈
総
務
費
〉

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

２
８
０
万
円

・
道
の
駅
車
両
通
路
増
設
工
事

２
４
５
万
円

〈
衛
生
費
〉

・
診
療
所
老
朽
度
調
査

３
３
７
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１１

９
６
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

32
億
６
４
１
５
万
円

第
１
回
臨
時
会

（
４
月
20
日
）

第
２
回
臨
時
会

（
５
月
30
日
）

第
３
回
臨
時
会

（
７
月
25
日
）

一
般
議
案

専
決
処
分

予
　
　
算

条
　
　
例

人
　
　
事

人
　
　
事

顕
　
　
彰

予
　
　
算

更新予定のスクールバス

古谷　直樹　氏

本村の振興発展に尽力
された東出輝一氏

　

平
成
29
年
第
３
回
村
議
会

臨
時
会
が
７
月
25
日
に
開
か

れ
、議
案
６
件
を
審
議
し
、原

案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
い

た
し
ま
し
た
。
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○
菊
地
議
員　
質
問

　

昨
年
３
月
「
新
篠
津
村
男
女

共
同
参
画
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
等
に
お
い
て
児

童
、
生
徒
へ
の
学
習
機
会
の
実

施
」
や
「
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
研
修
会
、
講
演
会
や
学
習

会
の
開
催
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

今
後
、
教
育
委
員
会
と
し
て

ど
の
よ
う
に
こ
の
計
画
を
推
進

し
て
い
く
の
か
教
育
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

こ
の
計
画
は
、
女
性
も
男
性

も
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
思

で
様
々
な
社
会
活
動
に
参
画
す

る
機
会
を
確
保
し
、
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
発
達

段
階
に
応
じ
、
個
人
の
尊
厳
、

男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
の
充

実
に
努
め
る
よ
う
指
導
す
る
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
も
、
学

習
機
会
の
提
供
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一般
質問
一般
質問

～３人の議員から４項目を問う～

　平成29年第２回村議会定例会が６月12日から６月16日の５日間の日程で開かれ、議会最終日、
３人の議員が一般質問し、荒谷教育長、黒壁農業委員会会長に答弁を求めました。

男女共同参画、ＰＴＡ活動、農業、
スポーツ活動の推進について議論

昨年３月に策定された新
篠津村男女共同参画計画

一般
質問
一般
質問
菊地清美 議員

男女共同参画計画を今後
どのように推進していく
のか

男女共同参画社会の創造
を目指し、学習機会の提
供に努める

QQ
AA
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○
大
塚
議
員　
質
問

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

全
国
的
に
児
童
生
徒
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
今
年
度
、
本
村
の

小
学
校
に
入
学
し
た
児
童
は
17

人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
選
考
は

20
年
以
上
変
わ
ら
ず
地
域
割
の

選
考
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
現
状
は
、
役

員
や
先
生
方
に
お
任
せ
状
態
で
、

良
案
を
出
す
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
状
況
で
あ
る
。

　

私
は
、
新
篠
津
の
恵
ま
れ
た

環
境
を
生
か
し
た
新
し
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対

す
る
見
解
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
保
護
者
と
学
校

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
区
割
り
で
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
の
選
考
に
つ
い
て
も
、

各
地
区
で
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
、
前
例
踏

襲
で
組
織
を
維
持
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
な
る
よ
う
な
検
討
を
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
保
護
者
と

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
組
織
と
し
て
学
校
運

営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
）
の
設
置
を
進
め
て
お

り
、
学
校
運
営
へ
の
支
援
協
力

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
経

営
の
改
善
や
児
童
生
徒
の
健
全

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
で

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

○
髙
井
議
員　
質
問

　

黒
壁
会
長
に
お
か
れ
て
は
、

農
業
委
員
と
し
て
６
期
18
年
、

そ
の
間
職
務
代
理
と
し
て
３
年
、

会
長
と
し
て
３
年
に
わ
た
り
、

村
農
業
の
振
興
発
展
や
農
地
保

全
管
理
事
業
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

昨
年
４
月
に
農
業
委
員
会
法

が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
の
選

考
方
法
も
公
選
制
か
ら
村
長
の

任
命
制
に
改
め
ら
れ
た
。
農
業

委
員
会
は
、
適
正
な
農
地
管
理

を
行
い
、
村
農
業
の
振
興
発
展

に
努
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
私

は
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
新
た
な
農
業
委
員
会

制
度
に
よ
る
期
待
や
今
後
の
村

農
業
の
展
望
や
課
題
な
ど
を
伺

い
た
い
。

○
黒
壁
農
業
委
員
会
会
長　
答
弁

　

政
府
は
種
子
法
を
廃
止
す
る

な
ど
、
先
行
し
て
農
業
競
争
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め

て
お
り
、
平
成
30
年

産
か
ら
米
の
生
産
調

整
を
見
直
し
、
行
政

に
よ
る
生
産
目
標
数

量
の
配
分
が
さ
れ
な

く
な
る
。

　

混
沌
と
す
る
農
業

情
勢
の
中
、
心
の
こ

も
っ
た
安
全
・
安
心

で
質
が
良
く
、
売
れ

る
農
産
物
を
生
産
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
継
者
が
夢
を
持
っ
て
農
地
と

農
業
を
守
る
よ
う
な
村
に
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
制

度
に
つ
い
て
は
、
本
議
会
第
２

回
定
例
会
初
日
に
お
い
て
同
意

を
頂
い
た
新
た
な
農
業
委
員
14

人
が
７
月
20
日
に
村
長
よ
り
任

命
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
10
人

が
新
任
で
、
女
性
委
員
も
２
人

と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
村
の

農
業
基
盤
を
支
え
る
に
は
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
な

ど
農
地
利
用
の
最
適
化
が
重
要

で
あ
り
、
若
返
っ
た
こ
と
を
期

に
新
た
な
視
点
で
農
地
行
政
の

執
行
と
地
域
農
業
振
興
に
ご
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。今後の村農業の展望と期待について、

答弁する黒壁農業委員会会長

一般
質問
一般
質問
大塚裕樹 議員

一般
質問
一般
質問
髙井博美 議員

新たな農業委員会制度

による期待や今後の村

農業の展望と課題は

新たな視点で農地行政
の執行と地域農業の振
興に期待する

QQ
AA

ＰＴＡ活動に対する見解
と今後の方向性は

参加しやすいＰＴＡとな
るような検討をすべきと
考えている

QQ
AA
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○
髙
井
議
員　
質
問

　

平
成
29
年
度
の
教
育
行
政
執

行
方
針
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
推
進
に
つ
い
て
、「
村
民
ス

ポ
ー
ツ
意
識
を
啓
発
し
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
活
動
を
支

援
す
る
。
特
に
少
年
ス
ポ
ー
ツ

活
動
で
は
指
導
者
の
高
齢
化
や

人
材
不
足
が
懸
案
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
よ
り

派
遣
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進
を
図
る
」
と
な
っ
て

い
る
。

　

私
も
村
体
育
協
会
会
長
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
つ
い
て
特
に
団
体
ス
ポ
ー

ツ
の
衰
退
の
危
機
感
を
も
っ
て

い
る
。
こ
れ
も
少
子
高
齢
化
で

小
中
学
生
、
若
者
成
人
の
減
少

が
最
大
の
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
教
育
委
員
会
で

は
、
指
導
者
の
育
成
や
各
種
団

体
等
へ
の
補
助
支
援
を
さ
れ
て

き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
各
種
団

体
等
の
育
成
に
重
点
を
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
具
体
的

な
考
え
方
を
教
育
長
に
伺
い
た

い
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
各

団
体
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
共

有
し
、
と
も
に
考
え
、
必
要
な

情
報
提
供
を
行
う
な
ど
各
種
団

体
の
活
動
に
対
し
て
側
面
か
ら

支
援
を
個
別
に
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
北
海
道
教

育
委
員
会
よ
り
社
会
教
育
主
事

の
派
遣
を
受
け
、
村
民
の
基
礎

体
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
な
ど
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
目
指
し
た
健
康
づ
く

り
や
体
力
づ
く
り
に
関
す
る
村

民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
啓
発
な

ど
、
村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

底
辺
か
ら
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

村民の健康づくりと生涯スポーツを目指すため、
昨年整備されたＢ＆Ｇ体育館トレーニングルーム

今後のスポーツ活動の推進

における具体的な考えは

各種団体の活動に側面か

ら支援し、村民のスポーツ

活動を底辺から支援する

QQ
AA

　
　【

５
月
】

１
日　
石
狩
管
内
町
村
行
政
懇
談

会�

（
札
幌
市
）

16
日　
商
工
会
通
常
総
会

22
日　
村
交
通
安
全
推
進
委
員
会

総
会

27
日　
幸
生
園
ま
つ
り

30
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
第
２
回
村
議
会
臨
時
会

【
６
月
】

３
日　
小
学
校
運
動
会

５
日　
正
副
議
長
挨
拶
ま
わ
り

　
　
　
　
　
　
（
当
別
町
他
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

８
日　
石
狩
北
部
地
区
消
防　

　
　
　
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

（
石
狩
市
）

９
日　
高
等
養
護
学
校
体
育
大
会

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
第
２
回
村
議
会
定
例
会　

初
日（
～
16
日
）

　
　
　
行
政
常
任
委
員
会

13
日　
中
学
校
体
育
祭

　
　
　
石
狩
町
村
議
会
議
長
会
臨

時
総
会�

（
札
幌
市
）

　
　
　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会�

（
札
幌
市
）

　
　
　
議
長
・
事
務
局
長
研
修
会

（
札
幌
市
）

15
日　
月
新
水
道
企
業
団
議
会
臨

時
会�

（
月
形
町
）

16
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
石
塚
前
議
長
感
謝
状
贈
呈

式

　
　
　
第
２
回
村
議
会
定
例
会
最

終
日

26
日　
新
議
員
説
明
会

　
　
　
石
狩
町
村
議
会
議
員
研
修

会�

（
当
別
町
）

30
日　
消
防
団
訓
練
大
会

【
７
月
】

１
日　
ふ
れ
あ
い
祭
り

４
日　
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研

修
会�

（
札
幌
市
）

５
日　
湧
別
町
議
会
来
村

12
日　
平
和
祈
念
戦
没
者
慰
霊
祭

21
日　
商
工
会
夏
ま
つ
り

24
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
第
３
回
村
議
会
臨
時
会

26
日　
第
43
回
老
人
福
祉
ス
ポ
ー

ツ
大
会

議
会
日
誌
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編

集

後

記

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

（
０
１
２
６
） 　
　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
☎
５
７-

２
１
１
１

議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　

 （
平
成
29
年
８
月
１
日
発
行
）

 平成29年
第３回定例会 のお知らせ

９月６日（水）
　～９月15日（金） 予定 
　どなたでも傍聴できます。
　皆様のお越しをお待ちしております。

　

２
０
１
７
年
も
８
月
に
入
り
、

下
半
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
、
ト
ラ
ン
プ
氏

米
国
大
統
領
就
任
や
仏
国
大
統
領

選
挙
、
東
京
都
議
選
挙
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
村
長
選
挙

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

３
期
12
年
に
わ
た
り
、
村
政
を

担
っ
た
東
出
前
村
長
が
７
月
９
日

に
任
期
満
了
を
迎
え
、
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
村
長
に
就
任
し
て
以
来
、

市
町
村
合
併
、
小
学
校
の
耐
震
化

や
中
学
校
の
改
築
、
人
口
減
少
対

策
な
ど
に
力
を
注
い
で
来
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
色
々
な
ご
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
の
ご
健
康

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
10
日
、
石
塚
新
村

長
が
就
任
し
、
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　

本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農

業
・
商
工
業
の
振
興
や
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
問
題
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
５
期
18
年
の
議
員
活
動
と

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
ご
経
験
を
生

か
さ
れ
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
幸

せ
を
感
じ
る
村
づ
く
り
の
た
め
に

ご
活
躍
な
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
髙
橋　
記
）

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　

６
月
18
日
、
す
く
す
く
保

育
所
の
運
動
会
が
同
保
育
所

グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
、
園
児

た
ち
は
か
け
っ
こ
や
玉
入
れ

な
ど
で
競
い
合
っ
た
ほ
か
、

跳
び
箱
や
か
わ
い
い
踊
り
な

ど
を
元
気
に
披
露
し
て
い
ま

し
た
。

勇退議員に感謝状贈呈
　６月16日、第２回村議会定例会最終日の冒
頭に、５月10日にご勇退された前村議会議長
の石塚隆氏に５期18年の永きにわたるご功績
に対して敬
意を表する
ため、藤永
議長より感
謝状が贈呈
されました。

北海道町村議会議員研修会
　７月４日、札幌コンベンションセンターで、
北海道町村議会議員研修会が開催され、全道
から町村議員約1,600人が参加しました。
　慶應義塾大学の金子勝教授が「トランプ政
権と日本経済」を、
ＮＨＫの島田敏男解
説副委員長が「日本
政治の昨日・今日・
明日」をテーマに講
演が行われました。

自治功労者表彰を受賞
　６月26日、石狩町村議会議員研修会の冒頭
に町村議会議員とし
て10年以上にわたり
地方自治の振興と発
展に寄与された方に
贈られる自治功労者
表彰が行われ、本議
会から藤永議長が受
賞されました。

石狩町村議会議員研修会
　６月26日、当別町田西会館で石狩町村議会
議員研修会が開催され、北海道石狩振興局の
匂坂圭子産業振興担当部長を講師に招き、「働
き方改革とワークバランスの取り組みについ
て」をテーマに講演をして頂きました。


